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世
に
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け
る
出
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の
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本
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
近
代
に
つ
な
が
る
メ
デ
ィ
ア
の
問
題

と
し
て
近
世
の
出
版
文
化
に
つ
い
て
考
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

近
年
、
近
世
の
出
版
文
化
を
め
ぐ
る
研
究
が
活
況
を
呈
し
て
い
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
版
及
び
朝
鮮
版
到
来
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
始
ま
る
近
世
出

版
事
業
は
、
木
活
字
か
ら
整
版
に
移
行
す
る
な
か
で
産
業
と
し
て
成

立
す
る
。
商
業
出
版
の
出
現
は
、
応
仁
の
乱
以
降
進
行
し
て
い
た
中

世
「
知
」
か
ら
近
世
「
知
」
へ
の
変
容
に
と
っ
て
、
有
力
な
動
力
源

と
な
っ
た
。

　

そ
の
研
究
現
状
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
と
、
出
版
物
と
い
う
物

自
体
に
つ
い
て
は
、
長
い
あ
い
だ
日
本
文
学
及
び
書
誌
学
が
研
究
の

中
心
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
判
型
・
装
丁
・
刷
り
な
ど
、

版
本
の
形
式
に
つ
い
て
の
厚
い
研
究
蓄
積
が
あ
り
、
そ
の
上
に
所
謂

「
古
典
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
草
子
物
・
読
本
・
謡
本
・
俳
諧
書
な

ど
文
学
関
係
の
出
版
物
に
関
す
る
研
究
が
専
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
し

か
し
近
年
は
、
日
本
史
・
思
想
史
・
仏
教
史
な
ど
の
研
究
分
野
の
参

入
に
よ
り
、
仏
書
・
儒
書
な
ど
の
宗
教
思
想
書
を
は
じ
め
、
軍
書
・

調
法
記
・
占
法
書
・
農
書
・
医
書
な
ど
多
様
な
出
版
物
に
つ
い
て
の

関
心
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　

本
の
移
動
、
つ
ま
り
流
通
と
集
積
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
国
文

学
研
究
資
料
館
な
ど
に
よ
る
全
国
所
蔵
機
関
の
組
織
的
な
調
査
が
進

み
、
舶
載
本
・
和
本
の
流
通
経
路
や
、
地
方
の
素
封
家
、
あ
る
い
は

日本思想史学49-パネル-伊藤・引野氏他【再校】　　［出力］ 2017年9月27日　午後4時4分A5判：148×210mm　本文書体：リュウミンPr6N L-KL　13Q　行間8H　26W×22L  2段組

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1522 20 10 5 1 1522 20 10 5 1



31　近世における出版文化の諸相

大
名
家
・
寺
院
等
に
お
け
る
蔵
書
の
様
相
も
徐
々
に
明
ら
か
に
な
り

つ
つ
あ
る
（
た
だ
、
ま
だ
ま
だ
数
多
く
は
未
調
査
の
ま
ま
で
あ
り
、
本
格
的
な

書
誌
調
査
を
実
行
し
た
場
合
、
一
つ
の
場
所
に
数
年
、
数
十
年
の
時
間
を
要
す

る
こ
と
も
多
く
、
一
挙
に
進
む
も
の
で
は
な
い
が
）。

　

ま
た
、
出
版
と
い
う
営
為
が
近
世
の
個
人
と
社
会
に
ど
の
よ
う
な

「
知
」
の
変
革
を
も
た
ら
し
た
か
に
つ
い
て
も
、
①
商
業
出
版
に
よ

り
「
古
典
」
が
大
量
に
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
、
幅

広
い
階
層
・
地
域
に
共
有
さ
れ
る
「
教
養
」
の
形
成
、
ま
た
「
古

典
」
の
商
品
化
、
通
俗
化
の
進
行
、
②
教
授
法
や
学
問
研
究
法
の
変

化
の
結
果
、
中
世
的
秘
書
・
秘
伝
の
伝
統
が
解
体
・
形
骸
化
さ
れ
、

い
っ
ぽ
う
実
証
的
学
問
研
究
が
進
展
し
た
こ
と
、
③
学
者
・
文
人
の

学
問
と
い
う
営
み
が
、
出
版
と
い
う
営
為
と
密
接
に
結
び
つ
く
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
、
④
近
代
の
「
国
民
」
意
識
に
つ
な
が
る
社
会
通
念

や
歴
史
意
識
の
醸
成
を
促
進
し
た
こ
と
、
等
に
つ
い
て
注
目
が
寄
せ

ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
如
上
の
研
究
状
況
に
立
っ
て
、

出
版
と
近
世
の
思
想
・
宗
教
の
関
係
に
つ
い
て
採
り
上
げ
た
。
パ
ネ

ラ
ー
は
引
野
亨
輔
・
吉
川
裕
・
桐
原
健
真
の
三
氏
で
、
引
野
氏
は
商

業
出
版
が
可
能
に
し
た
近
世
寺
院
に
お
け
る
仏
書
集
積
が
近
世
の
仏

教
知
を
如
何
に
変
え
た
の
か
を
、
吉
川
氏
は
個
人
の
詩
文
集
を
刊
行

で
き
る
環
境
が
作
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
文
人
た
ち
の
意
識
の
変
化
を
、

桐
原
氏
は
水
戸
学
を
対
象
と
し
て
、
出
版
さ
れ
な
い
こ
と
の
持
つ
政

治
性
の
問
題
を
扱
っ
た
。
以
下
に
そ
の
発
表
要
旨
を
掲
げ
る
。

経
蔵
の
な
か
の
正
統
と
異
端�

（
引
野
亨
輔
）

　

引
野
報
告
で
は
、
広
島
県
福
山
市
の
大
東
坊
（
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
）
に
残
さ
れ
た
蔵
書
を
素
材
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
宗
教

知
と
商
業
出
版
の
関
係
を
考
察
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
始
め
に
商
業
出
版
が
成
立
す
る
と
、
村
落
上
層
農
民

や
僧
侶
・
神
職
な
ど
も
盛
ん
に
書
物
の
購
読
を
始
め
た
。
本
報
告
で

取
り
上
げ
た
大
東
坊
の
場
合
も
、
檀
家
数
三
百
軒
ほ
ど
の
中
規
模
地

方
寺
院
な
が
ら
、
大
慶
（
一
七
三
七
〜
一
八
一
八
）
と
い
う
学
僧
を
輩

出
し
た
頃
か
ら
急
速
に
蔵
書
収
集
を
進
め
、
幕
末
に
な
る
と
そ
の
量

は
約
千
五
百
部
に
ま
で
及
ん
だ
。

　

大
東
坊
蔵
書
の
構
成
を
み
る
と
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
西
本
願
寺

を
本
山
と
仰
ぐ
寺
院
に
と
っ
て
正
統
と
呼
び
得
る
書
物
と
、
異
端
・

異
宗
に
属
す
る
書
物
と
が
混
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
、『
高
田
親
鸞

聖
人
正
統
伝
』（
享
保
二
年
刊
）
は
、
西
本
願
寺
で
は
な
く
専
修
寺
を

浄
土
真
宗
の
総
本
山
と
み
な
す
立
場
か
ら
記
さ
れ
た
親
鸞
伝
で
あ

る
。
ま
た
、『
叢
林
集
』（
享
保
三
年
刊
）
は
東
本
願
寺
の
正
統
性
を
称

揚
し
つ
つ
記
さ
れ
た
寺
誌
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
書
物
も
、
大
東
坊

に
と
っ
て
肯
定
し
が
た
い
内
容
を
含
む
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か

し
、
大
東
坊
に
は
、
西
本
願
寺
の
立
場
か
ら
書
か
れ
た
『
御
伝
照
蒙
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記
』（
寛
文
四
年
刊
）
な
ど
と
と
も
に
、
上
記
二
書
も
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、『
一
宗
行
儀
抄
』（
正
保
四
年
刊
）
や
『
専
修
念
仏
問
答

鈔
』（
元
禄
五
年
刊
）
は
、
親
鸞
の
著
作
と
銘
打
っ
て
出
版
さ
れ
た
も

の
だ
が
、
現
在
で
は
宗
祖
の
名
を
騙
る
偽
撰
の
書
物
で
あ
っ
た
こ
と

が
確
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
偽
書
も
、
西
本
願
寺
お
墨

付
き
の
聖
教
類
と
と
も
に
、
大
東
坊
蔵
書
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
。

大
慶
ら
は
、
正
統
な
る
書
物
と
異
端
・
異
宗
の
書
物
を
、
ど
の
よ
う

な
意
図
で
同
時
に
収
集
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

議
論
の
核
心
へ
と
迫
る
前
に
、
ま
ず
は
上
記
の
よ
う
な
異
端
・
異

宗
の
書
物
が
、
商
業
出
版
の
成
立
し
た
近
世
社
会
に
流
布
・
浸
透
し

て
い
く
状
況
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
書
物
が
限
ら
れ
た
知
識
人
層

に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
た
中
世
を
経
て
、
近
世
初
期
に
は
、
書
物

を
商
品
と
し
て
扱
う
本
屋
稼
業
が
続
々
と
姿
を
現
す
。
た
だ
し
、
彼

ら
の
商
売
を
支
え
る
広
範
な
読
者
層
が
始
め
か
ら
存
在
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
く
、
黎
明
期
の
出
版
業
を
経
営
安
定
へ
と
導
い
た
の
は
、

実
は
大
量
の
仏
教
書
需
要
で
あ
っ
た
。
徳
川
幕
府
の
宗
教
政
策
に
促

さ
れ
、
仏
教
諸
宗
が
僧
侶
養
成
の
た
め
の
檀
林
・
学
林
を
整
備
し
始

め
る
と
、
そ
こ
で
使
用
さ
れ
る
「
教
科
書
」
が
必
要
と
な
り
、
京
坂

の
民
間
書
林
が
そ
の
販
売
を
請
け
負
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

仏
教
諸
宗
に
と
っ
て
精
度
の
高
い
版
本
の
確
保
は
喜
ば
し
い
事
態

だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
正
統
な
る
教
え
の
発
信
を
民
間
書
林

へ
委
ね
て
し
ま
う
こ
と
に
も
繫
が
っ
た
。
例
え
ば
、
既
出
の
『
一
宗

行
儀
抄
』
や
『
専
修
念
仏
問
答
鈔
』
な
ど
は
、
民
間
書
林
が
売
れ
る

こ
と
を
見
込
み
、
仏
教
本
山
の
許
可
も
取
ら
ず
に
出
版
し
た
も
の
な

の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
山
サ
イ
ド
も
た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て
こ

の
事
態
を
見
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
西
本
願
寺
学
林
の
学
僧
で
あ

る
僧
樸
（
一
七
一
九
〜
一
七
六
二
）
ら
は
、
本
山
の
要
請
を
受
け
て
聖

教
集
成
『
真
宗
法
要
』
を
編
纂
し
、
浄
土
真
宗
に
と
っ
て
真
撰
の
書

物
は
何
で
あ
る
か
を
明
示
し
た
。
同
時
に
僧
樸
は
、『
真
宗
法
要
蔵

外
諸
書
管
窺
録
』
を
記
し
、『
真
宗
法
要
』
に
所
載
し
な
か
っ
た
書

物
（
例
え
ば
『
一
宗
行
儀
抄
』）
に
対
し
て
厳
し
い
真
偽
判
断
を
加
え
て

い
っ
た
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
大
東
坊
に
は
上
記
の
『
真
宗
法
要
』
も
『
真

宗
法
要
蔵
外
諸
書
管
窺
録
』
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
書
物

に
よ
っ
て
大
慶
ら
は
、
ち
ま
た
に
偽
撰
の
書
物
が
あ
ふ
れ
か
え
る
状

況
を
熟
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
東
坊

に
は
な
ぜ
幾
つ
も
の
異
端
・
異
宗
の
書
物
が
入
り
込
む
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
大
東
坊
蔵
書
に
大
慶
が
記
し
た
書
き
込
み
か
ら
、

そ
の
理
由
を
推
測
し
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、『
一
宗
行
儀
抄
』
の
表

紙
裏
に
は
、
こ
の
書
物
を
偽
撰
と
み
な
す
根
拠
が
詳
細
に
書
き
込
ま

れ
、「
此
書
ユ
ヽ
シ
キ
偽
造
ナ
リ
、
文
ト
云
ヒ
義
ト
云
、
毫
モ
祖
風

ニ
似
タ
ル
処
ナ
シ
」
と
の
結
論
が
下
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
大
慶
は
、

異
端
の
書
物
で
あ
る
こ
と
を
重
々
承
知
の
上
で
『
一
宗
行
儀
抄
』
を

入
手
し
、
正
統
と
異
端
の
境
界
を
探
究
す
べ
く
活
用
し
た
こ
と
に
な
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33　近世における出版文化の諸相

る
。

　

永
村
眞
『
中
世
寺
院
史
料
論
』
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
世
の

僧
侶
に
と
っ
て
聖
教
の
所
有
と
は
、
師
資
相
承
の
証
明
そ
の
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
東
坊
の
事
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
商
業
出

版
成
立
後
の
近
世
社
会
に
お
い
て
、
蔵
書
収
集
の
意
味
は
大
き
く
変

遷
し
た
。
大
慶
ら
近
世
の
僧
侶
に
と
っ
て
、
書
物
は
よ
り
網
羅
的
に

収
集
し
、
そ
の
内
容
を
比
較
・
考
証
し
た
上
で
、
異
端
・
異
宗
に
対

す
る
自
宗
の
正
統
性
を
確
か
め
る
道
具
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
「
考
証
主
義
」
の
確
立
に
支
え
ら
れ
、
近
世
寺
院
は
蔵
書
収

集
を
進
め
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

徂
徠
学
派
に
お
け
る
詩
文
集
刊
行
と
そ
の
意
義�

（
吉
川
裕
）

　

吉
川
報
告
で
は
徂
徠
学
派
に
お
け
る
詩
文
集
刊
行
と
そ
の
意
義
を
、

徂
徠
学
派
三
世
代
に
わ
た
っ
て
概
観
し
た
。
彼
ら
は
儒
学
や
経
世
済

民
に
関
わ
る
書
籍
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
詩
文
集
を
刊
行
し
よ
う
と

し
た
が
、
そ
れ
を
支
え
る
も
の
は
ど
の
よ
う
な
情
念
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
近
世
日
本
に
お
い
て
、
あ
く
ま
で
余
技
に
過
ぎ

な
か
っ
た
漢
詩
文
の
制
作
を
重
視
し
、
詩
文
集
と
し
て
刊
行
す
る
こ

と
は
徂
徠
学
登
場
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
〜
一
七
二
八
）
の
登
場
は

思
想
史
・
文
学
史
に
お
け
る
一
つ
の
分
水
嶺
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ

の
意
義
を
「
儒
学
か
ら
文
学
へ
」
あ
る
い
は
「
自
我
」
と
い
う
枠
組

み
と
は
別
の
観
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

　

第
一
世
代
に
あ
た
る
徂
徠
、
特
に
服
部
南
郭
（
一
六
八
三
〜
一
七
五

九
）
た
ち
の
古
文
辞
学
、
そ
し
て
そ
れ
を
駆
使
し
た
文
学
活
動
の
背

景
に
は
、
草
木
と
と
も
に
朽
ち
ゆ
く
身
体
へ
の
忌
避
が
あ
り
、
代
わ

り
に
時
間
と
空
間
を
越
え
て
伝
存
す
る
言
葉
・
文
字
へ
の
信
頼
が
存

在
し
て
い
た
。
そ
の
際
に
注
目
さ
れ
る
徂
徠
学
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が

『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
二
十
四
年
に
典
拠
を
持
つ
三
つ
の
「
不
朽
」

で
あ
る
。「
不
朽
」
は
永
遠
に
朽
ち
ず
に
残
る
、
立
徳
・
立
功
・
立

言
の
三
つ
の
功
業
（「
三
不
朽
」）
を
指
し
、「
立
言
不
朽
」
は
と
く
に

学
問
・
文
学
の
功
業
に
対
し
て
称
さ
れ
た
。
太
宰
春
台
（
一
六
八
〇

〜
一
七
四
七
）
ら
の
よ
う
な
例
外
も
い
る
が
、
徂
徠
を
は
じ
め
と
す

る
徂
徠
学
派
の
多
く
は
立
徳
・
立
功
は
時
代
的
に
不
可
能
と
し
、
立

言
に
よ
る
「
不
朽
」
に
よ
っ
て
自
身
の
存
在
を
後
世
に
ま
で
伝
え
る

こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
彼
ら
は
生
前
没
後
を

問
わ
ず
著
作
の
刊
行
を
企
図
し
、
そ
の
序
文
や
仲
間
同
士
の
尺
牘
に

は
「
不
朽
」
や
「
立
言
不
朽
」
の
文
句
が
多
く
登
場
す
る
こ
と
と
な

る
。
そ
れ
は
自
身
の
著
作
を
後
世
に
残
そ
う
と
す
る
意
志
が
込
め
ら

れ
た
「
蔵
之
名
山
」（『
史
記
』
太
史
公
自
序
、『
漢
書
』
司
馬
遷
伝
）
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
と
と
も
に
、「
不
朽
」「
立
言
不
朽
」
が
他
の
学
派
に
比

べ
て
も
多
用
さ
れ
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
立
言
に
よ
っ
て
自
身
の
「
不
朽
」
を
求
め
る
考
え
は
次
世
代
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に
も
継
承
さ
れ
た
。
南
郭
・
春
台
ら
徂
徠
の
高
弟
に
教
え
を
受
け
た

文
人
・
学
者
で
あ
る
徂
徠
学
派
第
二
世
代
と
し
て
、
南
郭
に
師
事
し

た
安
達
清
河
（
一
七
二
六
〜
一
七
九
二
）・
大
内
熊
耳
（
一
六
九
七
〜
一
七

七
六
）、
春
台
に
師
事
し
た
松
崎
観
海
（
一
七
二
五
〜
一
七
七
六
）
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
の
著
述
や
詩
文
集
に
見
ら
れ
る
「
三
不
朽
」

理
解
は
、
多
く
は
徂
徠
・
南
郭
た
ち
の
も
の
を
継
承
し
て
お
り
、
精

神
的
支
柱
と
し
て
機
能
し
て
い
た
よ
う
だ
。
詩
文
集
の
刊
行
も
、
徂

徠
学
の
普
及
と
出
版
文
化
の
隆
盛
を
受
け
よ
り
活
発
に
な
っ
て
い
く
。

そ
の
一
方
で
思
想
・
文
学
の
両
面
に
お
い
て
徂
徠
学
批
判
が
出
現
し

は
じ
め
る
が
、
中
で
も
清
田
儋
叟
『
芸
苑
談
』（
一
七
六
八
年
刊
）
は

徂
徠
学
派
の
「
不
朽
」
を
批
判
す
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
一
部
の
徂

徠
学
者
の
間
で
も
「
不
朽
」
へ
の
関
心
が
低
下
す
る
も
の
も
現
れ
て

く
る
よ
う
に
、
学
派
と
し
て
の
変
容
や
揺
れ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
た
。

　

最
後
に
徂
徠
学
派
第
三
世
代
を
確
認
し
た
。
本
報
告
で
は
、
ほ

ぼ
同
時
代
を
生
き
た
二
人
の
徂
徠
学
者
、
荻
生
金
谷
（
一
七
〇
三
〜
一

七
七
六
）
と
熊
耳
に
師
事
し
た
伊
東
藍
田
（
一
七
三
四
〜
一
八
〇
九
）
と
、

観
海
に
師
事
し
た
熊
阪
台
州
（
一
七
三
九
〜
一
八
〇
三
）
を
取
り
上
げ
、

詩
文
集
刊
行
に
お
け
る
正
反
対
の
姿
勢
を
紹
介
し
た
。
伊
東
藍
田
は

江
戸
の
人
。
南
郭
を
慕
い
、「
三
不
朽
」
理
解
に
つ
い
て
も
南
郭
に

忠
実
で
あ
っ
た
が
、「
立
言
不
朽
」
に
南
郭
よ
り
も
経
世
済
民
の
含

み
を
強
く
も
た
せ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
の
文
集
刊
行
を
積
極
的
に

進
め
た
人
物
で
あ
っ
た
。
一
方
の
熊
阪
台
州
は
奥
州
伊
達
郡
の
出
身
。

門
人
と
と
も
に
い
く
つ
か
の
漢
詩
文
の
詞
華
集
を
編
み
、
著
作
を
通

じ
て
大
田
南
畝
（
一
七
四
九
〜
一
八
二
三
）
を
始
め
多
く
の
徂
徠
学
者

と
交
流
し
た
人
物
だ
が
、
思
想
的
に
は
晩
年
に
徂
徠
学
批
判
に
転
じ

た
。
そ
の
際
は
詩
文
集
刊
行
を
無
用
と
断
じ
、
南
郭
の
文
集
刊
行
を

批
判
す
る
よ
う
に
な
る
。
詩
文
集
刊
行
に
独
特
の
意
味
を
込
め
た
徂

徠
学
派
の
末
流
で
あ
る
徂
徠
学
派
第
三
世
代
の
ふ
り
幅
は
、
第
二
世

代
の
そ
れ
を
超
え
て
詩
文
集
刊
行
を
否
定
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
草
木
と
と
も
に
朽
ち
果
て
る
を
潔
し
と
し
な
い
と
い
う

あ
る
種
の
身
体
観
・
死
生
観
自
体
は
江
戸
期
を
通
じ
て
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
だ
が
立
言
に
よ
る
「
不
朽
」
を
求
め
る
徂
徠
学
の
思
想

と
出
版
文
化
と
の
関
わ
り
は
、
形
而
上
に
頼
ら
な
い
形
で
の
、
現
世

に
お
け
る
自
己
充
足
の
一
つ
一
つ
の
在
り
方
と
し
て
評
価
で
き
る
だ

ろ
う
。
彼
ら
の
詩
文
集
刊
行
は
、
自
身
を
後
世
に
伝
え
る
「
不
朽
」

と
い
う
価
値
観
を
軸
に
行
わ
れ
、
個
人
的
な
資
質
や
思
想
的
文
化
的

な
制
約
を
受
け
な
が
ら
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
中
で
変
容
や
断

絶
が
生
じ
て
く
る
が
、
そ
の
背
景
を
思
想
史
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
、
江
戸
中
期
か
ら
後
期
の
身
体
観
・
死
生
観
を
考
察
し
て
い
く

こ
と
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。
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モ
ノ
と
し
て
の
書
籍�

─
会
沢
正
志
斎
を
め
ぐ
っ
て�

（
桐
原
健
真
）

　

本
発
表
は
、
幕
末
日
本
に
お
い
て
「
公
刊
」
す
る
こ
と
の
思
想
史

的
意
味
を
、「
後
期
水
戸
学
の
大
成
者
」
と
呼
ば
れ
る
会
沢
正
志
斎

（
一
七
八
二
〜
一
八
六
三
）
を
事
例
に
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

会
沢
没
直
後
の
一
八
六
三
年
、『
閑
聖
漫
録
』
が
公
刊
さ
れ
る
。

彼
の
弟
子
の
石
河
明
善
は
、
後
序
で
「
我
が
会
沢
先
生
、
著
書
殆
ど

棟
に
充
つ
。
而
し
て
其
の
既
に
上
梓
し
世
に
行
は
る
も
の
数
種
を
下

ら
ざ
る
無
し
」
と
記
し
て
い
る
。
師
の
著
作
は
多
い
、
だ
が
世
に
現

れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
認
識
は
、
そ
の
弟
子
た
ち
に
遺
著
の
公
刊
を

促
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

確
か
に
会
沢
の
著
作
は
多
い
が
、
公
刊
本
は
そ
の
一
部
で
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
は
晩
年
の
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
彼
の
主
著
と
さ
れ
る

『
新
論
』（
一
八
二
五
）
は
、
彼
が
没
す
る
六
年
ほ
ど
前
の
一
八
五
七

年
（
玉
山
堂
山
城
屋
刊
）
に
至
る
ま
で
か
な
わ
ず
、
永
ら
く
写
本
や
活

版
本
で
流
布
し
た
。
そ
れ
は
、『
新
論
』
の
も
つ
政
治
的
危
険
性
が
、

大
量
発
行
が
可
能
な
版
本
（
整
版
）
で
は
な
く
、
木
活
字
（
活
版
）
に

よ
る
私
的
で
小
数
部
な
発
行
を
選
択
さ
せ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
『
新
論
』
公
刊
以
前
に
お
け
る
整
版
本
の
会
沢
著
作
と
し
て
は
、

『
迪
彝
篇
』（
一
八
三
三
刊
）
や
『
草
偃
和
言
』（
一
八
五
二
刊
）
が
挙
げ

ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
和
文
の
啓
蒙
的
著
作
で
あ
り
、
水
戸
藩
内
で
の

地
方
出
版
で
あ
る
が
ゆ
え
に
公
刊
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

こ
の
『
草
偃
和
言
』
公
刊
の
前
年
に
は
、『
及
門
遺
範
』（
一
八
五

一
刊
）
が
「
活
版
百
部
」
と
い
う
形
で
刊
行
さ
れ
る
。
こ
れ
は
会
沢

が
師
事
し
た
藤
田
幽
谷
の
言
行
録
で
あ
り
、
先
師
顕
彰
と
い
う
私
的

な
内
容
を
基
調
と
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
に
活
版
に
と
ど
め
た
可
能

性
も
あ
る
。
し
か
し
こ
の
当
時
の
会
沢
が
置
か
れ
た
政
治
状
況
を
考

え
る
と
そ
れ
だ
け
と
も
言
い
難
い
。
す
な
わ
ち
彼
を
含
む
水
戸
藩
改

革
派
に
復
権
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
た
こ
の
時
期
に
、
あ
え
て
幽

谷
の
言
行
録
を
頒
布
す
る
こ
と
に
は
、
先
師
顕
彰
を
通
し
た
自
派
糾

合
と
い
っ
た
政
治
的
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
と
よ
り

幽
谷
の
息
子
で
あ
る
東
湖
が
、
い
ま
だ
蟄
居
の
身
で
あ
っ
た
こ
と
を

念
頭
に
置
け
ば
、『
及
門
遺
範
』
を
整
版
に
付
す
こ
と
は
難
し
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
の
ち
六
年
を
経
て
『
新
論
』
は
公
刊
さ
れ
る
。
そ
の
背
景
に

は
、
一
八
五
三
年
の
米
露
両
艦
隊
来
航
や
徳
川
斉
昭
の
海
防
参
与
就

任
と
い
っ
た
時
代
状
況
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
『
新
論
』
の
商
業

的
成
功
の
結
果
、
版
元
の
山
城
屋
は
会
沢
著
作
の
さ
ら
な
る
公
刊
を

企
図
す
る
。『
下
学
邇
言
』
や
『
豈
好
弁
』、『
退
食
間
話
』
な
ど
の

公
刊
を
持
ち
か
け
ら
れ
、
会
沢
も
ま
た
「
山
城
屋
頗
る
気
概
の
由
感

心
」（「
寺
門
謹
宛
」
一
八
五
七
年
八
月
三
日
）
と
執
意
を
示
し
た
の
で
あ

る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
戊
午
の
密
勅
問
題
（
一
八
五
八
）
や
桜
田
門
外

の
変
（
一
八
六
〇
）
と
い
っ
た
水
戸
藩
を
取
り
巻
く
政
治
的
課
題
に

臨
み
、「
非
常
の
義
に
は
、
非
常
の
御
手
当
勿
論
に
候
」（「
上
書
」
一

八
六
〇
年
二
月
四
日
）
と
、
尊
攘
激
派
へ
の
軍
事
的
対
応
を
も
主
張
し

た
会
沢
に
は
、
自
著
公
刊
に
取
り
組
む
余
裕
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め
『
新
論
』
に
続
く
公
刊
は
、
四
年
の
歳
月
を
経
た
一
八
六
一
年
の

こ
と
と
な
る
。

　

そ
の
と
き
選
ば
れ
た
の
が
、
あ
の
『
及
門
遺
範
』（
玉
巌
堂
和
泉
屋

刊
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
鎮
派
領
袖
」
た
る
会
沢
に
と
っ
て
、
自

分
こ
そ
が
幽
谷
に
始
ま
る
改
革
派
の
正
統
な
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
宣
言
す
る
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え

た
と
き
、
そ
の
最
晩
年
に
会
沢
著
作
の
公
刊
が
続
い
た
こ
と
は
、
彼

自
身
の
学
的
関
心
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
政
治
的
党
派
意
識
を
も
反

映
し
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
の
意
味
で
、
会
沢
の
弟
子
た
ち
が
師
の

没
後
に
『
閑
聖
漫
録
』
を
公
刊
し
た
こ
と
は
、
鎮
派
有
司
と
し
て
の

彼
ら
の
立
場
を
顕
示
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

門
閥
派
と
手
を
結
び
、
天
狗
党
の
乱
（
一
八
六
四
）
を
鎮
圧
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
鎮
派
有
司
は
、
し
か
し
な
が
ら
藩
政
か
ら
排
除
さ

れ
、
そ
の
地
歩
を
失
う
。
こ
れ
が
、
一
八
六
七
年
一
〇
月
の
『
正
志

斎
稽
古
雑
録
』
に
至
る
ま
で
、
四
年
に
わ
た
り
会
沢
の
著
作
が
公
刊

さ
れ
な
か
っ
た
一
因
で
あ
ろ
う
。
や
が
て
大
政
奉
還
・
王
政
復
古
と

い
っ
た
中
央
政
局
の
影
響
を
受
け
て
旧
天
狗
党
が
藩
内
で
復
権
す
る

と
、
会
沢
著
作
の
公
刊
は
完
全
に
停
滞
・
沈
黙
す
る
。
こ
う
し
て
会

沢
は
時
代
の
彼
方
に
消
え
て
い
っ
た
。
こ
の
状
況
が
変
化
す
る
に
は
、

二
十
年
以
上
を
経
た
一
八
九
〇
年
代
に
お
け
る
会
沢
の
名
誉
回
復
を

俟
つ
必
要
が
あ
っ
た
。

　

会
沢
著
作
の
公
刊
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
紆
余
曲
折
は
、
彼
を
「
水

戸
学
の
大
成
者
」
と
い
っ
た
レ
ッ
テ
ル
で
単
純
に
語
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
水
戸
学
を
水
戸
と

い
う
地
域
に
根
ざ
し
た
思
想
言
説
と
し
て
理
解
し
、
ま
た
会
沢
を
八

十
余
歳
ま
で
生
き
た
一
儒
者
と
し
て
、
当
時
の
思
想
空
間
の
な
か
で

再
検
討
す
べ
き
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
伊
藤
聡
・
茨
城
大
学
教
授
）

（
引
野
亨
輔
・
千
葉
大
学
准
教
授
）

（
吉
川
裕
・
東
北
大
学
専
門
研
究
員
）

（
桐
原
健
真
・
金
城
学
院
大
学
教
授
）
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